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報道関係 各位 

株式会社イオンファンタジー 

 

「おそうじ大作戦！」 全国 71店舗で実施 

子どもたち合計 3,460名が参加！ご家庭のゴミ分別意識向上へ 

 

株式会社イオンファンタジー(本社：千葉市美浜区 代表取締役社長：藤原徳也 以下、当社)は、

当社のサステナビリティ経営におけるマテリアリティ「脱炭素社会・循環型社会・生物多様性保全の実現」に

向けた取り組みとして、2026年 6月の「環境月間」に合わせ、当社が運営するプレイグラウンド「スキッズガ

ーデン」「ちきゅうのにわ」「キッズーナ」の全国 71店舗にて、子ども向け体験型環境啓発イベント「おそうじ大

作戦!」を実施いたしました。 

期間中、全国で合計 3,460名のお子さまにご参加いただき、遊びを通じたリサイクルの学習と、ご家庭

での具体的なエコアクションへとつながる環境教育を提供いたしました。 

 

■ 「おそうじ大作戦！」 企画背景とイベント内容 

当社は 2022 年に「サステナビリティ方針」を制定し、未来を担う子ど

もたちの育成と地球環境保護の両立を目指し、プレイグラウンド内での

体験型プログラムを展開しております。 

本イベント「おそうじ大作戦!」は、プレイリーダーが中心となって考案し

た環境教育体験プログラムです。施設内に隠された「ゴミカード」を宝探

し感覚で見つけ出し、「もえる」「もえない」「ペットボトル」「ビン/カン」「古

紙」の 5種類に分類・分別するワークショップを実施しました。 

 

・体験・発見のステップ:「牛乳パック」や「空き缶」などのカードを探し、正しいゴミ箱へ分別。 

・リサイクルの学び:正しく分別されたゴミが「何に生まれ変わるか(トイレットペーパーや新しい服など)」をクイ

ズ形式で学習。「ただ捨てる・燃やす」ゴミと「新しい資源になる」ゴミの違いを実感してもらいました。 

・ご家庭への展開:参加特典として「おうちでやってみよう!分別シート&シール」をプレゼント。住んでいる地域

ごとの分別ルールをご家庭で確認し、日常生活での具体的なゴミ分別習慣化を促進しました。 



 

■ イベントの様子 

イベント当日は、小さなお子さまから小学生まで幅広い年齢層の子どもたちが夢中になってカードを探し、

真剣な表情で分別に取り組む姿が見られました。 

分別の判断が難しいカード(おむつ、ティッシュペーパー、壊れたお皿など)については、プレイリーダーからのヒ

ントや、周りのお友だち・保護者さまと協力しながら「これは燃えるゴミかな?」「リサイクルできるかな?」と考えを 

深める様子が見られました。また、年上のお子さまが年下のお子さまに優しく教えるなど、学び合いと協働の

場面も多く生まれました。 

 

■ 参加した子どもたちの反応 

1. スキッズガーデン 札幌発寒店（北海道） 

「ポイ捨てはダメなんだよー！」とすぐに教えてくれました 

「ゴミ分別マスターになるためにスキッズ内を綺麗にしよう」というテーマでゴミ探しを実施。紙や牛乳パックが新

しい服に変身することを知り、驚いた様子が見られました。スタッフが「ゴミ置いてきちゃった…」と言うと、「ポイ

捨てはダメなんだよー！」と伝えてくれるなど、子どもたちの意識の高まりを感じました。  

 

2. スキッズガーデン LINKS UMEDA店（大阪府） 

「ママ間違えていたかも！教えてあげなきゃ」 

割れたお皿や折れた傘など大人でも迷う分別のクイズで、みんなで一緒に「何ゴミかな？」と考えを深めまし

た。「燃えないゴミ」だと分かると、お子さまが「ママ間違えていたかも！帰ったら教えてあげなきゃ！」と話す場

面もあり、ご家庭での分別意識向上につながる反応が印象的でした。 

  

3. スキッズガーデン 大高店（愛知県） 

イベント後に親御さんへ「これ何に変身するでしょう！」と問題出し 

宝探しのようにゴミカードを集めて分別を楽しんだ後、お子さまが保護者さまに対して「ペットボトルは何に変

身するでしょう！」と得意気にクイズを出している様子が見られました。「おうちでやってみよう！分別シート＆

シール」を見ながら自主的に考える姿もあり、大変好評でした。 

  

4. スキッズガーデン 土浦店（茨城県） 

「意外と考えさせられる！」親子で真剣に取り組む姿 

「ゴミの分別は簡単だよ！」と張り切って始めた子どもたちも、紙おむつやティッシュペーパーなどの分別の難し

さに「燃えるゴミかな？古紙かな？」と真剣な表情で迷う姿が見られました。簡単そうに見えて意外と考えさ

せられるゲーム性があり、親子で会話しながら学べる機会となりました。 

  

5. スキッズガーデン 東浦店（愛知県） 

「お家帰ったらやってみよう！」 

ペットボトルが新しい服に生まれ変わることを知って驚く子どもたちがたくさんいました。参加特典として「おうち

でやってみよう！分別シート＆シール」をお渡しした際、保護者さまから「お家に帰ったら子どもと一緒にさっそく

やってみます！」と嬉しいお声をいただきました。 



 

■今後のイオンファンタジーのサステナビリティ経営に関する取り組み 

イオンファンタジーは今後も、子どもたちが遊びの中で自然と社会課題や環境問題に触れ、豊かな感性と地

球を思いやる心を育む「エデュテイメント(遊び×学び)」プログラムの拡充を推進してまいります。 

当社のサステナビリティに関する取り組みの詳細は下記 Web サイトにて公開しております。

https://www.fantasy.co.jp/company/sustainability/ 
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